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4.4 航海撮要日誌（Abstract Log） 
月日         正午位置 Position 碇泊場所 航海時間 航走距離 平均速力 碇泊時間 漂白時間 天候 風 WIND 更正気圧   温度℃ 
DATE 緯度 Lat 経度 Long LOCATION Hour-Min Ｒｕｎ Miles Ave.Sp'd Hour-Min Hour-Min W'th 風向 風力 hpa 大気 海水 
12/20 35-39.128N 139-46.267E Toyomi F-6 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 o Calm 1013.2 11.3 14.5 
12/21 35-35.877N 139-54.779E Urayasu-oki 01-03 11.1 10.571 22-57 00-00 bc N/W 6 1012.7  11.7  14.6 
12/22 35-03.335N 139-46.308E   03-16 37.5 11.480 20-44 00-00 b N 6 1008.5  11.0  17.6 
12/23 36-36.078N 139-54.334E Urayasu-oki 04-06 46.0 11.220 19-54 00-00 b NNW 5 1010.2  9.6  14.1 
12/24 35-39.129N 139-46.263E Toyomi F-6 01-18 11.1 8.538 22-42 00-00 o E/N 2 1019.7 1019.7 10.1 
1/24 35-38.896N 139-46.573E Harumi HK 00-23 1.2 3.130 23-37 00-00 bc Calm 1016.2 7.1 11.3 
1/25     Harumi HK 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 b N 4 1008.8 10.8 12.5 
1/26 35-18.785N 139-43.196E   02-51 31.5 11.053 21-09 00-00 o NE 5  1009.8  4.4  10.4 
1/27 30-33.127N 140-33.203E   24-00 291.4 12.142 00-00 00-00 bc W/N 3  1015.8  15.3  19.4 
1/28 26-10.069N 143-28.358E   24-00 305.8 12.742 00-00 00-00 bc SW/S 5  1011.3  22.4  21.8 
1/29 21-17.065N 145-42.959E   24-00 319.9 13.329 00-00 00-00 bc SW 3  1012.3  25.4  25.6 
1/30 16-52.762N 147-27.783E   24-00 284.3 11.846 00-00 00-00 b SE/E 3  1010.8  27.8  27.7 
1/31 12-44.369N 149-2.561E   23-30 265.5 11.298 00-00 00-00 bc ENE 5  1008.8  28.2  28.5 
2/1 09-5.700N 150-27.321E   21-25 237.8 11.104 00-00 02-05 bc E/N 5  1008.2  28.2  28.3 
2/2 04-39.701N 150-7.453E   24-00 271.8 11.325 00-00 00-00 bc E/N 4  1009.0  29.8  29.5 
2/3 02-40.981N 149-43.021E   11-00 122.2 11.109 00-00 13-00 o NE 4  1007.8  30.0  31.0 
2/4 02-41.591N 149-44.359E   03-30 22.5 6.429 00-00 20-30 o N/E 3  1007.3  30.0  29.8 
2/5 02-29.124N 149-14.394E   10-38 72.6 6.828 00-00 13-22 c NNE 4  1007.8  29.0  29.8 
2/6 02-33.187N 149-02.679E   12-28 71.1 5.703 00-00 11-32 bc NE 4  1009.4  30.8  30.0 
2/7 02-49.919N 147-43.097E   16-06 131.5 8.168 00-00 07-54 o NNE 3  1011.8  27.2  29.2 
2/8 03-02.601N 147-18.295E   02-14 20.2 9.045 00-00 21-46 bc NE 4  1011.9  30.8  29.8 
2/9 03-16.192N 146-49.437E   09-23 68.1 7.258 00-00 14-37 o NE/E 5  1011.8  30.1  29.6 
2/10 03-33.158N 146-12.635E   09-17 56.6 6.097 00-00 14-43 r E/N 5  1013.6  25.4  28.3 
2/11 03-33.598N 145-57.455E   04-22 35.1 8.038 00-00 19-38 bc NNE 3  1013.4  29.6  29.5 
2/12 02-59.004N 145-17.134E   15-24 99.3 6.448 00-00 08-36 o NNE 3  1012.1  29.0  29.1 
2/13 03-09.195N 142-51.581E   18-12 166.2 9.132 00-00 05-48 bc NE 4  1011.3  29.4  29.0 
2/14 03-54.573N 038-01.954   24-30 295.1 12.045 00-00 00-00 bc NNE 4  1012.0  29.6  29.4 
2/15 04-02.931N 136-33.06E   06-00 70.2 11.700 00-00 18-30 o E/N 4  1012.8  27.0  28.4 
2/16 05-20.303N 135-17.964E   12-00 101.3 8.442 00-00 12-00 bc ENE 4  1012.8  28.1  27.8 
2/17 07-19.834N 134-27.468E Malakal 20-40 198.6 8.762 01-20 00-00 bc E 5 1011.3  29.0  29.0 
2/18     Malakal 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc NE/E 3 1011.8 29.9  28.5 
2/19     Malakal 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 o E/N 3 1012.0  29.5  27.2 
2/20     Malakal 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc ESE 2 1013.0  29.5  27.2 
2/21 07-32.703N 134-27.483E   01-26 17.2 12.000 22-34 00-00 bc ENE 4  1013.4  29.4  28.2 
2/22 12-23.332N 134-51.287E   24-00 294.6 12.275 00-00 00-00 b ENE 4  1009.7 1015.8 27.4 
2/23 17-16.116N 135-21.346E   24-00 294.2 12.258 00-00 00-00 bc SE 3  1015.4  27.8  27.6 
2/24 21-54.716N 136-07.014E   24-00 284.1 11.838 00-00 00-00 b W/S 3  1011.8  26.2  25.4 
2/25 26-16.653N 137-08.417E   24-00 268.7 11.196 00-00 00-00 bc N/W 4  1013.9  19.8  21.8 
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月日         正午位置 Position 碇泊場所 航海時間 航走距離 平均速力 碇泊時間 漂白時間 天候 風 WIND 更正気圧   温度℃ 
DATE 緯度 Lat 経度 Long LOCATION Hour-Min Ｒｕｎ Miles Ave.Sp'd Hour-Min Hour-Min W'th 風向 風力 hpa 大気 海水 
2/26 30-30.955N 138-12.129E   24-00 262.6 10.942 00-00 00-00 o NW/N 7  1012.9  13.0  19.5 
2/27 34-35.011N 139-29.861E   24-00 262.9 10.954 00-00 00-00 bc E 2  1019.3  6.0  14.2 
2/28 35-35.688N 139-53.606E Urayasu-oki 05-35 66.8 11.964 18-25 00-00 bc W 2 1016.3 7.0  9.4  
3/1 35-39.015N 139-46.749E Harumi HI 01-21 10.4 7.704 22-39 00-00 o NE/E 3 1019.8 7.2  10.8 
3/2 35-39.124N 139-46.265E Toyomi F-6 00-26 1.6 3.692 23-34 00-00 b ESE 2 1022.5  10.0  9.2  
 
 
4.5 マラカル港入港報告（Report of Malakal port） 
 
1. はじめに 
東京海洋大学練習船神鷹丸は第 62 次航海において、食糧・清水の積込及び日本人研
究者の乗下船のために Malakal に入港したので港湾事情を報告する。 
(1) 入港国  パラオ共和国（英語表記：Republic of Palau） 
(2) 位置  Malakal （7°19′N、134°28′E） 
(3) 使用時間 UT（協定世界時）＋9 時 
(4) 代理店  Belau Transfer & Terminal Company bttc@palaunet.com 
(5) 入港期間 平成 17 年（2005 年）2 月 17 日から平成 17 年 2 月 21 日 
(6) 入港時喫水 船首 2.70m 船尾 4.55m 
(7) 使用海図 DMA  No.81148  No.81151 No.81155 
いずれの海図においても、実際の位置は海図に記載されている
位置よりも西方向に 0.3 マイル、南方向に 0.3 マイルシフトした
位置である。（Fig. 1） 
 
2. 港湾地勢 
 パラオ共和国は北緯 2 度から 8 度、東経 131 度から 135 度に位置するほぼ一連のバ
リアリーフに囲まれた約 340 の島から成り立っている。その内の 9 つの島が有人島であ
る。島の陸地面積は 488 平方キロメートルで屋久島とほぼ同じ広さである。 
マラカル港はパラオ共和国の首都コロールのあるコロール島の南側にあるマラカル
島にある港で、コロール島とは橋でつながっている。外洋からマラカル港は港の南側に
あるMalakal Passageと北西側にあるWest Passageの 2つの水路から入ることができ
る。Malakal Passage の入口から港までの距離は約 3.5 マイルと短く、出入港の時間を
短縮するためには有効だと考えられるが、入口付近の潮流が速く、航路巾も狭い。また
West Passage に比べ水深が浅い。一方、West Passage は入口から港までの距離が約
20 マイルと長い。入口は水路巾が 180 メートルほどであるが、水深は 50 メートル以上
ある。リーフの中に入れば、浮標が整備されており水深も 30～50 メートルくらいあり、
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Malakal Passage に比べれば航行しやすい。しかし、距離が長いため、太陽高度やスコ
ールによって視界不良の状態になることがある。 
 
3. 海象・気象 
 海洋性熱帯気候である。年間平均気温は摂氏 28 度前後でほぼ一定であり、年間降雨
量は約 4000 ミリに達する。一年間の気候を、北東貿易風の吹く乾季（11 月から 5 月）
と南西風の吹く雨季（6 月から 12 月）の大きく二つに分けることができる。 
 本船入港期間中は北東風が吹いており風速は平均して 3.2m/s、最も強く吹いていたの
は入港作業時で 8.5m/s だった。また、1 日に 1 度スコール性の降雨があった。 
 
4. 入港 
(1) 入港手続 
本船から代理店へ送ったメッセージ（FAX）の回答はまずない。実際、本船に返送さ
れたことは今までに一度もない。メールは可能だがメールも回線の状態がよくないので、
送信してから回答をもらうのに 1 日くらいかかる。 
着岸時に国際信号旗「Q」を揚げなければならない。11 時から 12 時 30 分の間は昼
食時間のためなのか作業は中止される。 
入港に必要なクルーリストは 5 部用意した。入国カードは代理店が作成し、入国カー
ドとパスポート（船員手帳）とともに入国管理官が確認する。学生はパスポート、乗組
員は船員手帳で入国した。 
ISPS Code（International Ship and Port Facility Security Code）関連では港湾当
局のセキュリティ・オフィサーに、本船のクルーリストと最新の船舶保安情報を提出し
た。そのクルーリストを使用して港のゲートで出入りのチェックが行なわれる。本船側
はパスポート（船員手帳）と入国カードのコピーで対応した。 
PSC（Port State Control）の検査官は 1 名いるが来船しなかった。 
入港前 72 時間前、24 時間前、12 時間前に船舶保安情報を代理店宛に FAX 送信した。 
また、調査員、研究員は Passenger 扱いにすると出国の際に出国税 US$20 が必要
である。 
 
(2) パイロット 
本船は入出港ともに West passage を使用した。パイロットボートは船体の色は白色
で、白いオーニングを付け、2 機の大型の船外機をつけた平型で長さが 7～8m のモー
ターボートである。国際信号旗「H」は掲揚しておらず、船体にも「PILOT」の記載は
ない。ダイビングボートかツアーで使用するボートと区別がつかない。（Photo. 1） 
パイロットの乗船位置は、リーフの外側の（07-33.234N,134-26.563E : 今航海本船
が乗船させた場所）である。海況さえよければかなり沖合まで出てきてくれるようであ
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る。また、南へ潮の流れがあるので海図記載の Leading Line より北側に進路をとるべ
きである。その場合、パイロットボートは本船に接近してくる（Leading Line は破損
しているので、入港の際確認するのは困難である。出港の際何とか確認できる程度のも
のである）。また、出港船舶がある場合は、Leading Line の北側で待つように指示され
る。 
パイロット乗船時は、事前に VHF によりパイロットラダー設置舷を確認し、風下舷
水面から 1m に設置した。 
VHF 通信はパイロットステーション到着予定時刻（ETA at PILOT STATION）の 1
時間前に 16 チャンネルで、Palau Port Control を呼び出して、再度パイロットステー
ション到着予定時刻（ETA at PILOT STATION）を通報する。しかし、呼び出しても
なかなかつながらない。 
 
(3) タグボート 
本船は過去 5 回入港しているが使用したことはない。7000 トンから 8000 トンクラス
のコンテナ船やタンカーが入港する際にもタグボートを使用したのを見たことがない。     
はしけを押す程度のタグボートしかないのではないかと思われる。 
 
(4) 岸壁 
岸壁には整備されたフェンダーは付いていない。トラックのタイヤがビットからぶら
下げられているだけである。岸壁の角の水面下に凸部があるので岸壁に接近する際は、
大き目のフェンダーを必ず用意するべきである（岸壁の角にフェンダーをつける計画は
あるそうである）。（Photo. 2） 
港の敷地内はゲートで出入りがチェックされているため不審者はほとんどいない（昨
年は夜タラップから進入してくる不審者がいた。）。しかし、同じ敷地の中に、台湾の小
型マグロ漁船も係留しているので、その乗組員が本船の周りを徘徊していることは何回
かあった。港湾のガードマンが定期的に巡回しているのであまり神経質になることはな
いと思われる。 
ゴミの陸揚げについては、一般ゴミはトラックによる回収されるが残飯の陸揚げは禁
止されており一切できない。 
 
5. 積込 
(1) 燃料補給 
過去 5 回入港のうち 4 回実績なし。（2000 年に積込実績あり） 
南西側の岸壁において岸壁の設備から積み込んだことがある。（20Kℓ/h） 
 
(2) 清水補給 
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埠頭中央にある消火栓のようなところから給水をする。コネクタは代理店が用意する。
コネクタは入港するたびに異なっている。今回はねじ込み式呼び径 65 ㎜であった。代
理店の用意したものはパッキンがついておらず、給水時に来船した人が持っていたコネ
クタを使用した。本船は 42 トン補給した。1 時間当たり 17 トン積み込むことが可能で
ある。給水栓にはメーターは存在しないので、積込後申請した。また、給水ホースの使
用料を請求される。遊離残留塩素は 0.25ppm。給水栓を開けたときにかなり茶褐色の水
が出るが、しばらくすればそれもなくなり無臭透明な水を得ることができ、飲料用に適
している。本船では雑用（兼飲料用）清水として使用している。 
 
(3) 食糧補給 
本船では船食を利用せず（存在しないらしい）、代理店に必要なものを発注した。代
理店は発注したものを街中のスーパーで購入するようである。本船では生鮮野菜を発注
した。土日曜日をはさんだ関係で一部揃わなかったものもあるが、数量などの間違いは
ない。鮮度は若干問題あり。（島国のうえ輸入に依存しているのでなかなか難しいと思
われる。）。 
 
 
Photo. 1 Pilot Boat 
 
Photo. 2 View of Malakal Port from South 
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Fig. 1 Condition of Malakal Port on chart 
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北東側岸壁 
本船は使用した事はない。小型の船舶が常に係留し
ている。 
東側岸壁 
今航海入港時使用岸壁。過去5回入港しているが全てこ
の岸壁を使用している。着岸の際，東よりの風が強いと
急激に岩壁に寄せられることがあるのでフェンダーを必
ず用意するべきである。なお、岸壁には古いタイヤがビッ
トからぶら下げられているだけでフェンダーはない。岸壁
の北側には、小型船用の燃料積込用のバージや台湾籍
の小型鮪延縄漁船が係船されている事が多い。岸壁中
央付近に鉄板で蓋をされた清水積込口があるが、衛生
的に問題があり、また、積込能力は時間当たり7トンのた
めあまり使用するべきではない。岸壁の南側角には水面
より下の部分に凸部があるので離着岸の際には注意が
必要である。なお、海図では水深が1.9mとあるが、実際
にはかなりの水深があると思われ、本船の入港には差し
支えなかった。 
南西側岸壁 
定期的に入港する7000～8000ト
ンクラスのコンテナ船やタンカー
が着岸する。そのため、それら
の船舶が入港する際にはシフト
しなければならない。燃料油積
込設備が岸壁中央にあり、燃料
の積込はこの岸壁で行なわれ
るらしい。2000年に本船が入港
した際はこの岸壁で搭載したと
東側岸壁にシフトした。 
